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条例・補正予算・討論

　
６
月
の
定
例
議
会
で
、
国
民
健
康
保
険
の
税
率
（
国
保
税
）
を
引
き
上
げ
る
条
例
と
、

そ
れ
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
国
保
会
計
）
の
補
正
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
反
対
・
賛
成
の
立
場
で
意
見
（
討
論
）
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
と
補
正
予
算
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
鹿
野
　
芳
幸

佐
藤
　
久
義

佐
々
木
嘉
郎

佐
藤
　
　
勇

三
塚
　
　
東

髙
橋
　
義
雄

小
野
　
久
一

菊
地
　
広
志

高
橋
　
勝
男

相
馬
　
勝
義

阿
部
　
貞
光

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

佐
藤
　
文
男

佐
藤
　
千
昭

石
川
　
正
運

五
十
嵐
　
勇

菅
原
　
麻
紀

三
浦
　
善
浩

尾
形
　
勝
通

菅
原
　
勇
喜

濁
沼
　
一
孝

高
橋
　
　
渉

国民健康保険税条例 可決 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 反 反 反 －

国民健康保険特別会計 可決 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 反 反 －

「賛成」・「反対」の一覧表

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「－」⇒議長のため表決に加わらない

げ
を
防
ぎ
つ
つ
、
国
民
健
康
保

険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
段

階
的
な
税
率
改
正
と
な
る
。
市

民
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
な

が
ら
、
制
度
の
持
続
を
図
る
た

め
の
改
正
に
賛
成
す
る
。

　

本
予
算
は
国
保
税
率
15
・

42
％
の
引
き
上
げ
の
条
例
改
正

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
国
保

加
入
者
の
収
入
減
、
所
得
減
に

よ
る
税
収
不
足
を
、
収
入
減
と

な
っ
た
加
入
者
に
増
税
を
行
う

こ
と
は
言
語
道
断
で
あ
る
。
税

収
不
足
分
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
を
し
、
増
税
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

　

国
民
の
三
大
義
務
で
あ
る
納

税
の
中
に
国
保
税
が
あ
る
。
健

康
保
険
事
業
は
県
が
主
体
と
な

り
市
町
村
は
負
担
金
を
必
ず
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
足
り
な
い
状
況
が

い
つ
ま
で
続
く
か
不
安
定
な
社

会
情
勢
の
中
、
段
階
的
に
税
率

を
上
げ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と

感
じ
る
。

　

改
正
案
は
現
行
税
率
試
算

額
に
比
し
、
１
世
帯
あ
た
り

15
・
42
％
増
の
14
万
６
１
５
２

円
へ
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
、
２

年
後
に
は
現
行
試
算
額
に
比
し
、

30
・
３
％
増
税
と
の
こ
と
で
あ

る
。
税
収
不
足
２
億
３
８
８
２

万
円
は
令
和
４
年
度
末
国
保
財

調
基
金
残
高
５
億
７
２
１
万
円

か
ら
の
拠
出
を
求
め
る
。

　

現
在
の
税
率
で
は
将
来
的
に

財
政
調
整
基
金
が
不
足
す
る
。

今
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
活
用

を
行
い
、
大
幅
な
税
率
引
き
上

し
た
。

　

議
会
は
、
反
対
、
賛
成
の
立

場
で
意
見
を
述
べ
た
結
果
、
反

対
10
、
賛
成
12
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
税
率
改
正

に
伴
う
、
国
保
会
計
の
補
正
予

算
は
、
反
対
９
、
賛
成
13
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
保
会
計
の
財
政
調
整
基
金

（
基
金
）
は
、
平
成
29
年
度
末

に
12
億
円
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
、
国
保
会
計

の
運
営
が
県
一
本
化
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
市
は
税
率

を
改
正
し
、
１
人
あ
た
り
16
・

32
％
を
減
、
１
世
帯
あ
た
り

17
・
08
％
を
減
と
引
き
下
げ
を

行
い
、
令
和
４
年
度
ま
で
税
率

を
維
持
し
、
毎
年
約
２
億
円
の

基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
、
被

保
険
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
金
の
残
高
は

減
少
し
、
令
和
５
年
度
末
で
基

金
が
枯
渇
す
る
状
況
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

市
は
、
令
和
５
年
度
、
県
へ

の
事
業
費
納
付
金
の
動
向
や
市

民
の
負
担
を
考
え
た
税
率
の
改

正
を
必
要
と
し
、
１
人
あ
た
り

お
よ
び
１
世
帯
あ
た
り
と
も
に

15
・
42
％
の
税
率
の
引
き
上
げ

を
改
正
す
る
条
例
を
提
出
し
ま

「
反
対
」・「
賛
成
」
僅
差
で
可
決

�
国
保
増
税
と
国
保
会
計
の
補
正
予
算

佐
藤
　
文
男 

議
員

菅
原
　
勇
喜 

議
員

髙
橋
　
　
将 

議
員

菅
原
　
麻
紀 

議
員

反
対

反
対

賛
成

賛
成

令
和
５
年
度
栗
原
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

栗
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令

和

５

年

度

基

金

が

枯こ

渇か
つ

「
15
・
42
％
」
税
率
の

引
き
上
げ
を
改
正

地域医療の拠点「若柳病院」

討

論



　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど

の
価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
、
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
、

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
１
世

帯
あ
た
り
３
万
円
を
支
援
し
ま

す
。
事
業
の
総
額
は
２
億
２
０

３
１
万
円
で
す
。

　

飼
料
価
格
が
急
激
に
上
昇
す

る
中
、
国
の
支
援
な
ど
に
よ
っ

て
も
十
分
支
援
が
行
き
届
い
て

い
な
い
酪
農
経
営
者
に
対
し
て
、

乳
用
牛
（
成
牛
）
１
頭
あ
た
り

１
万
円
を
支
援
し
ま
す
。

　

事
業
費
総
額
は
９
９
８
万
円

で
す
。
※
申
請
は
６
月
30
日
で

締
め
切
り
ま
し
た
。

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど

の
価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

（
ひ
と
り
親
世
帯
）
に
対
し
て
、

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
児
童

１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
援
し

ま
す
。
事
業
費
の
総
額
は
４
２

２
８
万
円
で
す
。

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど

の
価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
（
そ
の
他
世
帯
）
に
対
し
て
、

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
児
童

１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
援
し

ま
す
。
事
業
費
の
総
額
は
２
６

４
８
万
円
で
す
。

　
令
和
５
年
５
月
12
日
の
臨
時
議
会
で
は
、

議
長
・
副
議
長
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。（
２
ペ
ー
ジ
・
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

　
ま
た
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の

価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
低
所
得

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
支
援
策
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

臨時議会
５月12日

（仮称）栗原東大橋の橋台請負契約
低入札価格調査を実施

主 な 事 業

くりはら市議会だより　第７８号
令和５年８月１日発行

5

条例・補正予算・臨時議会

市　

長
20
％

副
市
長
10
％

給
料
を
減
額

期日前投票所の移設
� ２７８万円

スクールバス安全装置（ブザー）を設置
� １２０５万円

小児科医院の開設に助成
� ６２００万円

　令和５年 10 月 22 日執行の宮城県議会議
員選挙において、期日前投票所が志波姫総合
支所からくりこま高原駅前の大型スーパー店
に移設します。

　若柳認定こども園や、幼稚園バス、小学校
のスクールバス合計 54 台に子ども達が車内に
取り残されないよう安全装置を設置します。

　７月１日か
ら開業する小
児科医院に対
しての改築費
用を助成しま
す。

補正予算

た
測
量
設
計
業
務
に
お
い
て
、

令
和
５
年
２
月
14
日
に
収
賄
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
に
刑
が
確
定
し
た

こ
と
か
ら
、
市
長
お
よ
び
副
市

長
は
、
監
督
責
任
を
取
る
と
し

て
市
長
は
月
額
給
料
の
20
％
を

副
市
長
は
月
額
給
料
の
10
％
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
月
額
給
料
の
減
額
期

間
は
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
と

も
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
７

月
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
で
す
。

価
格
で
し
た
。
市
は
、

低
入
札
価
格
調
査
の
結

果
を
特
別
業
者
選
定
委

員
会
で
審
議
し
た
と
こ

ろ
、
最
低
落
札
業
者
を

落
札
者
と
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
全
員
が
賛

成
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋

Ａ
２
橋
台
工
事

方　

法

　

一
般
競
争
入
札

金　

額

　

３
億
３
５
１
７
万
円

相
手
方

　

大
目
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
（
栗
原
市
）

　

市
長
お
よ
び
副
市
長
の
月
額

給
料
を
減
額
し
ま
し
た
。

【
理
由
】

　

元
市
職
員
は
、
市
が
発
注
し

　
（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋
の
橋

台
請
負
契
約
は
、
市
が
定
め
る

調
査
基
準
価
格
を
下
回
り
、
失

格
基
準
価
格
以
上
の
最
低
入
札

住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援

１

世

帯

３

万

円

子
育
て
（
ひ
と
り
親
）
世
帯

児
童
１
人
５
万
円

子
育
て
（
そ
の
他
）
世
帯

児
童
１
人
５
万
円

酪
農
経
営
継
続
支
援

乳
用
牛
１
頭
１
万
円

栗原東大橋の完成予想図
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三　

浦　

正　

勝
（
一
迫
）

米　

山　

嘉　

彦
（
瀬
峰
）

山　

田　

善
太
郎
（
鶯
沢
）

佐　

藤　
　
　

勝
（
金
成
）

髙　

橋　

榮　

一
（
金
成
）

千　

田　

公　

之
（
金
成
）

氏　

家　

勝　

子
（
志
波
姫
）

尾　

形　

陽
一
郎
（
志
波
姫
）

菅　

原　

昌　

行
（
志
波
姫
）

三　

浦　

俊　

輔
（
花
山
）

　

廃
止
さ
れ
る
一
迫
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
移
管
業
務
を
調
査

し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
一
迫

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
と

な
り
、
給
食
業
務
は
、
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
さ
れ
、

給
食
提
供
業
務
の
効
率
化
と
経

費
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

移
管
後
の
配
送
案
で
は
、
花

山
地
区
へ
の
配
送
が
一
迫
幼
稚

園
を
経
由
す
る
た
め
、
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て

か
ら
、
到
着
す
る
ま
で
１
時
間

を
要
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
」
の
規
定
時
間
内
で
の
配

送
で
す
が
、
少
し
で
も
配
送
時

間
が
短
縮
で
き
る
よ
う
に
す
る

べ
き
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
内
の

冷
房
は
完
備
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
空
調
設
備
の
強
化
や
、
地

震
で
被
害
を
受
け
た
壁
の
破
損

箇
所
を
早
急
に
修
繕
す
べ
き
で

す
。

　

小
田
ダ
ム
湖
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
と
東

屋
の
設
置
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

令
和
４
年
４
月
19
日
か
ら
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

施
設
を
閉
鎖
し
、
イ
ノ
シ
シ
防

護
柵
お
よ
び
東
屋
（
１
棟
）
の

設
置
、
芝
の
補
修
を
行
い
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な

指
定
管
理
者
の
も
と
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

東
屋
に
つ
い
て
は
、
休
憩
所

と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

天
候
急
変
時
の
避
難
場
所
と
し

て
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
利

用
客
の
利
便
性
向
上
と
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
、
ト
イ
レ
を
併

設
す
る
東
屋
を
さ
ら
に
追
加
設

置
す
る
べ
き
で
す
。

学校給食の配送
花山地区へ早く

４月１8日
文教民生常任委員会

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

令
和
５
年
７
月
23
日
に
満
了
し

ま
す
。
議
会
は
24
人
の
同
意
を

求
め
ら
れ
、
全
員
賛
成
で
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏　

家　

優　

一
（
築
館
）

曽　

根　

金　

雄
（
築
館
）

曽　

根　

香　

代
（
築
館
）

佐
々
木　
　
　

進
（
若
柳
）

鈴　

木　

和　

子
（
若
柳
）

鈴　

木　
　
　

伸
（
若
柳
）

岩　

渕　
　
　

弘
（
栗
駒
）

大　

沢　

純　

香
（
栗
駒
）

菅　

原　

勝　

宏
（
栗
駒
）

髙　

橋　
　
　

寛
（
栗
駒
）

吉　

田　

優　

俊
（
栗
駒
）

佐
々
木　

耕
太
郎
（
高
清
水
）

髙　

橋　

文　

彦
（
一
迫
）

三　

浦　
　
　

栄
（
一
迫
）

人 事
○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

　

総
務
部
税
務
課
長　

髙
橋　

治

○
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

議
会
選
出　
　

鹿
野　

芳
幸

○
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
に
就
任

　

議
会
選
出　
　

佐
藤　

文
男

所管事務調査・表彰・人事

農
業
委
員
の
任
命
に
同
意

表��彰

濁
にごりぬま

沼　一
かず

孝
たか

 議員

三
みつ

塚
づか

　東
あずま

 議員

佐
さ

藤
とう

　勇
いさみ

 議員

五
い が ら し

十嵐　勇
いさみ

 議員

佐
さ

藤
とう

　文
ふみ

男
お

 議員

議員 20 年以上

議員 25 年以上

議員 30 年以上

議員 20 年以上

議員 20 年以上

　第 99 回全国市議会議長会の定期総
会において、長年にわたる市政の振興
に努めた功績により表彰されました。

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

移管先の南部学校給食センター

小こ

田だ

ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

ト
イ
レ
併
設
の
東あ

ず
ま
や屋

望
む

委員会

レポート
委員会

レポート


